
（別紙３）

～ 2025年2月7日

（対象者数） 36 （回答者数） 30

～ 2025年2月7日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 定期的に研修を開催する。

2
・個別活動を定期的に更新する。

・活動プログラムを公表する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 地域の子供を招待するイベントの開催を検討する。

2 保護者やきょうだい同士が交流できる機会を作る。

3

○事業所名 くるーる２

○保護者評価実施期間 2025年1月10日

○保護者評価有効回答数

2025年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年2月12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の他の子どもと交流する機会が少ない。
・近隣の児童クラブや児童館等の繋がりがない。

・地域の子供と交流できるイベントを行っていない。

家族への支援が足りない。
家族同士の関わりを目的とした集まりや研修会、情報提供の機

会が少ない。

子供の特性に応じた専門性のある支援を提供している。
外部の講師による研修を開催し職員１人１人のスキルアップを

図っている。

活動プログラムが固定されていない。

・手先を使う個別活動を充実させたり、季節ごとのイベントを

定期的に開催している。

・当日の利用者さんの様子に応じて柔軟に活動を提供してい

る。

事業所における自己評価総括表公表


